


金
沢
、

解

説

タ
月
楼
に
て
お
待
ち
申
し
候

[
ツ
ィ
ゴ
ィ
、
不
ル
ワ
イ
ゼ
ン
]
で
、
キ
、
不
マ
旬
報
ベ
ス
ト
っ
か
ぬ
あ
や
か
し
の
世
界
を
さ
ま
よ
い
歩
く
と
い
う
物
語
。

テ
ン
第
一
位
を
は
じ
め
、
国
内
の
数
々
の
賞
を
総
な
め
に
泉
鏡
花
の
同
名
の
原
作
を
田
中
陽
造
が
脚
色
し
た
。

し
、
ベ
ル
リ
ン
映
画
祭
で
も
審
査
員
特
別
賞
を
さ
ら
っ
て
長
い
不
遇
を
経
て
[
ツ
ィ
ゴ
ィ
、
不
ル
ワ
イ
ゼ
ン
]
で
不

み
せ
た
、
シ
、
司
令
・
プ
ラ
セ
ッ
ト
(
制
作

)
H鈴
木
清
順
死
鳥
の
よ
う
に
匙
っ
た
鈴
木
清
順
監
督
が
、
大
正
風
俗

(
監
督
)
の
コ
ン
ビ
が
、
さ
ら
に
そ
の
製
作
規
模
を
ス
ケ
ー
を
背
景
に
生
者
と
死
者
の
交
錯
と
い
う
得
意
の
世
界
を

ル
ア
ッ
プ
、
さ
ら
に
そ
の
華
麗
に
し
て
不
敵
な
映
像
世
界
得
て
、
奔
放
華
麗
な
色
彩
美
と
意
表
を
つ
い
た
映
像
を

を
満
開
さ
せ
て
放
つ
大
作
、
そ
れ
が
こ
の
『
陽
炎
座
』
(
か
躍
動
さ
せ
る
。
ま
さ
に
、
か
清
順
流
フ
ィ
ル
ム
歌
舞
伎
。
の

げ
ろ
う
ざ
)
。
醍
醐
味
が
横
溢
で
あ
る
。

時
は
大
正
末
年
の
一
九
二
六
年
。
松
崎
と
い
う
新
派
の
キ
ャ
メ
ラ
は
、
清
順
作
品
の
名
コ
ン
ビ
で
あ
る
永
塚
一

劇
作
家
が
、
た
び
重
な
る
偶
然
に
よ
っ
て
知
り
あ
っ
た
品
栄
、
美
術
を
池
谷
仙
克
(
「
海
潮
音
」
)
、
照
明
を
大
西
美

子
と
い
う
謎
の
美
女
の
誘
い
に
た
ぐ
り
寄
せ
ら
れ
て
、
女
津
男
、
音
楽
は
河
内
紀
の
担
当
で
、
演
奏
を
モ
ダ
ン
ジ
ヤ

た
ち
の
魔
性
の
愛
と
憎
し
み
の
世
界
に
踏
み
こ
み
、
木
の
ズ
界
の
異
才
富
樫
雅
彦
が
行
な
っ
て
い
る
。

葉
の
よ
う
に
翻
弄
さ
れ
な
が
ら
、
現
世
と
も
あ
の
世
と
も
(
シ
ネ
マ
・
フ
ラ
セ
ッ
ト
作
品
)

清
順
美
学
、

絢
欄
と
こ
こ
に

大
年
の
一
九
二
六
年
。
東
京
。
新
派
の
劇
作
家
松

崎
春
孤
(
松
田
優
作
)
は
、
落
と
し
た
付
け
文
が
縁
ヂ
晶

子
(
大
楠
道
代
)
と
い
う
美
女
と
知
り
あ
い
、
偶
然
と
い

う
に
は
あ
ま
り
に
も
出
来
す
ぎ
た
か
た
長
て
三
度
あ
う
。

松
崎
は
、
そ
の
不
思
議
を
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
玉
脇
(
中

村
嘉
葎
雄
)
に
話
す
が
、
あ
る
夜
口
問
子
と
一
夜
を
す
ご

し
た
部
屋
が
玉
脇
の
邸
宅
の
一
室
と
そ
っ
く
り
同
に
て
あ

る
こ
と
を
発
見
し
た
松
崎
は
、
品
子
が
玉
脇
の
妻
で
は

な
い
か
、
と
い
う
疑
念
に
と
り
つ
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
そ

ん
な
松
崎
の
前
に
も
う
一
人
の
美
女
ィ
、
不
(
楠
田
枝
理

子
)
が
現
わ
れ
、
「
玉
脇
の
家
内
で
す
」
と
名
乗
る
。
し
か

し
奇
怪
な
こ
と
に
、
ィ
、
不
は
重
い
病
気
で
、
松
崎
と
出

合
う
前
に
病
院
で
息
を
ひ
き
と
っ
て
い
た
。

松
崎
の
下
宿
先
の
女
で
あ
り
、
か
つ
て
玉
脇
の
屋
敷
に

奉
公
し
て
い
た
み
お
(
加
賀
ま
り
こ
)
は
、
品
子
が
先
妻

で
あ
り
、
ィ
、
不
は
玉
脇
が
留
学
先
の
、
ド
イ
ツ
か
ら
連
れ
て

き
た
後
妻
の
、
ド
イ
ツ
娘
の
イ
レ
l
ネ
で
あ
る
こ
と
を
説
明

し
た
が
、
こ
の
女
の
腹
も
、
松
崎
に
は
読
め
な
い
。

金
沢
、
タ
月
楼
に
て
お
待
ち
申
し
候
、
と
い
う
品
子

か
ら
の
手
紙
に
誘
い
だ
さ
れ
た
松
崎
は
、
北
陸
行
き
の
汽

車
に
乗
る
が
、
玉
脇
も
ま
た
そ
の
汽
車
に
乗
っ
て
い
た
。

「
金
沢
の
夜
叉
ケ
池
ま
で
亭
主
持
ち
の
女
と
若
い
愛
人
の

心
中
を
み
に
ゆ
く
」
|
|
玉
脇
の
き
も
謎
め
い
て
い
る
。

開
ノ
.

物
雪量
岡田

金
沢
で
め
ぐ
り
あ
え
た
品
子
は
、
松
崎
に
手
紙
を
出
し

た
憶
え
は
な
い
と
い
う
。
「
あ
れ
は
夢
の
中
で
書
い
た
も
の

で
、
ぉ
ィ
、
不
さ
ん
が
手
紙
に
し
た
の
で
す
」

品
子
と
の
心
中
を
そ
そ
の
か
す
玉
脇
か
ら
逃
れ
た
松

崎
は
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
和
田
(
原
田
芳
雄
)
と
知
り
あ
い
、

老
人
形
師
(
大
、
友
柳
太
朗
)
の
も
と
で
博
多
人
形
裏
返

え
し
の
世
界
を
覗
く
。
松
崎
は
死
後
の
世
界
を
目
撃
し

て
衝
撃
を
う
け
、
迷
宮
を
さ
迷
い
、
夢
う
つ
つ
の
な
か
で

イ
ネ
と
会
う
。

そ
し
て
、
幻
聴
の
よ
う
な
祭
ば
や
し
に
み
ち
び
か
れ
て

奇
妙
な
芝
居
小
屋
、
陽
炎
座
へ
。
そ
こ
は
、
子
供
た
ち

の
不
思
議
な
芝
居
と
、
品
子
、
ィ
、
不
、
玉
脇
と
妖
し
い

人
間
関
係
が
か
ら
み
あ
う
あ
や
か
し
の
世
界
。
そ
し
て
陽

炎
座
は
松
崎
の
目
の
前
で
崩
壊
し
、
夜
叉
ケ
池
に
は
、
玉

脇
、
品
子
の
心
中
死
体
が
浮
か
び
上
る
。

魂
を
う
ば
わ
れ
た
人
間
の
よ
う
に
東
京
に
帰
っ
た
松
崎

の
も
と
に
品
子
か
ら
の
手
紙
が
届
い
て
い
た
。

う
た
た
寝
に

恋
し
き
人
を

見
て
し
よ
り

夢
て
ふ
も
の
は

頼
み
そ
め
て
き
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清順流ヌイノレふ歌舞伎
かげろう ぎ

陽炎座
松田優作・大楠道代・加賀まりこ くカラー作品 )35 ，%スタンダード 2時間 19介

楠田枝里子/原田:芳雄・中村嘉葎雄 I1I:30I2:10 I4:50 I7:30 I前売り 1 ， 300円

10/31
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ぴあシネマブティック第 32 弾

rSHUF~ ιEJ ロードショー +1
原作/大友克洋 脚本・監督/石井聴亙 音楽/ヒカシュー

出演/中島陽典 1981 年タ可ナマイト・プロ作品 16'% モノクロ・ 35 介

石井聴亙

矢崎仁司

太田達也

泉谷しげる

松井良彦

当日 1 ， 000 円

前売り 800 円

山本政志

碓水明

5仕)/6( 日) 閣のカーニバル

7開)/8ω プランキック公三

トランジスタラブ-姦骨堕胎一

東京白菜関 K者
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岡本喜八監督作品

近頃なぜかチヤールストン
〈モノクロ作品) 35'% ・スタンダード 上映時間|時間 56 分喜八プロ /ATG 提携作品

利重剛・古館ゆき・財津一郎・田中邦衛・小沢栄太郎

:20 I6:30 I 当日 1 ， 500円前売り 1 ， 300円

12/19③

822ふ2
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を乞..J r友谷駅より徒歩 l 日分原宿駅より 5分

渋谷パルコ・シネマ・プラセット

清順流ヲイノレム歌舞伎
かげろう ぎ

陽炎座
上映時間連日、 P.M.9:00( 終映 P.M.II:25)

(SHUFFLE 、近頃なぜかチヤールストン終映後)

当日 1 ， 500 円前売』ハ， 300 円


